
 

1 

令和元年度 第２回苫小牧市文化財保護審議会（書面会議） 会議概要 

 

       基準日：令和２年３月２５日（水） 

 

審議委員：蓑島会長、蓼沼副会長、揚妻委員、阿部委員、一谷委員、坂田委員、 

     白木委員、鈴木委員、松本委員、山岸委員 計１０名 

 

※本審議会については、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、参集

しての会議を中止し、書面にて会議を開催いたしました。 

 

１ 議 事 

(１)令和元年度文化財保護事業の報告 

 令和元年度文化財保護事業について、事務局より説明。 

＜意見等（整理・要約）＞ 

 意見等 意見等に対する事務局の回答等 

１ 【文化財の保護について】 

必要な修理・補修が的確に行われていると

思います。 

今後も、文化財の状況を適宜把握し、

的確に対応するよう努めてまいりま

す。 

２ 【文化財振興事業について】 

 文化財を普及啓発するため、様々な活動が

実施および計画されていることは良いことだ

が、どのような効果が得られたかについて、

検証が必要だと思う。 

文化財発見ツアーでは参加者へアン

ケートを実施し、効果の検証を行って

まいりましたが、それ以外のパンフレ

ット作成やＰＲ看板設置などは効果を

図る手法が難しく、検証には至ってお

りません。ご指摘のとおり、検証を行

うことで不足している部分が見え、新

たな課題が見えるなど事業自体の精度

を上げていくことにつながると考えま

すので、どのような検証が可能か検討

してまいります。 

３ 【文化財振興事業について】 

 パンフレットやツアーには、多くの工夫や

アイデアが見られ、内容的には大変充実して

おり、参加者にとって満足のいく学びの機会

だったと思う。課題を挙げるとすれば、これ

ら事業の事前事後のＰＲや、パンフレットに

おいてはその多様な活用方法の提案などを丁

現行の事業ＰＲにつきましては、広

報とまこまいや市ホームページで周知

しておりましたが、若い世代が活用し

ているフェイスブックを利用するとと

もに、文化財への関心が薄い層に浸透

していくような取り組みとして、多く

の市民が集まる機会でのＰＲなどを検
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寧に行うことではないか。若い世代に、如何

に気づいてもらい、どう興味をもってもらう

かが、今後の事業推進上大きなポイントにな

っていくと感じている。 

討してまいります。パンフレットにつ

いては、文化財に対する興味関心を高

めることを目的に中央図書館やコミセ

ンなど市民が集まる場所に配布し、周

知してまいります。さらに、事業ＰＲ

同様に多くの市民が集まる機会でのＰ

Ｒも検討してまいります。 

４ 【文化財振興事業について】 

 ユウフツ越え・美々船着場跡の説明看板は、

史実を残すという意味で意義深く、良いこと

だと感じた。 

 この度の看板は寄贈していただいた

もので、市としても非常にありがたく

思っております。今後も、苫小牧の歴

史・文化を後世に伝えていけるよう努

めてまいります。 

 

 ＜結果＞ 委員10名中、承認10名で、承認される 

 

(２)令和２年度文化財保護事業について 

  令和２年度文化財保護事業に係る予算及び新規事業について、事務局より説明。 

＜意見等（整理・要約）＞  

 意見等 意見等に対する事務局の回答等 

１ 【令和２年度予算】 

 文化芸術振興事業費 

 アイヌ丸木舟埋没舟泊跡に行ってみ

たが、冬期間は積雪で車両通行不可、

入口にも案内看板もなく、一般の人は

行けない状況であるため、道案内看板

が必要と思う。 

 アイヌ丸木舟埋没舟泊跡は、市の自然環境

保全地区に指定され、現存のまま残すことを

基本に整備等については規制がございます。

そのため、関係部局と協議しながら看板等の

設置を検討してまいります。 

２ ＜令和２年度 新規事業（予定）＞ 

①文化財スタンプラリー 

文化財保護というと、どうしてもル

ーチンワークになりがちだが、新規事

業として行政が、こうした市民への啓

蒙活動を行うことは、大変意義のある

ことだと思う。今後も、こうした活動

を積極的に行っていってもらいたい。 

今後も文化財を知る機会を積極的に設けて

いきたいと考えております。 

３ ＜令和２年度 新規事業（予定）＞ 

①文化財スタンプラリー 

クリアファイルにつきましては、子供達が

学校の資料等をはさむなど活用できると考
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スタンプラリーは企画として大変良

いと感じるが、「家族連れ」を主な参

加者としてイメージするのであれば、

クリアファイルではないものを検討し

てはどうか。（例として、市内で使用

できる食事等の割引券、とまチョップ

のストラップやシール、缶バッジなど

子供や家族がもらってうれしいもの） 

 また、白老町に開設するウポポイは

苫小牧市にとって大きな影響があるこ

とと感じている。これを機に苫小牧市

も様々な分野でまちをＰＲし、ますま

すの発展につながっていくよう願って

いる。 

え、記念品として選定しました。次年度以降

についてはスタンプラリー参加者へアンケー

トを行い、事業内容や記念品について意見を

いただき検討してまいります。 

 ウポポイの開設を機としたＰＲ強化につい

ては市議会でも取り上げられ、旅行者向けに

ＳＮＳで苫小牧市の情報を発信するなど市と

しても対応を検討中であります。なお、文化

財としてはアイヌ関連で苫小牧を訪れる方が

増えると見込み、令和２年度はアイヌ丸木舟

埋没舟泊跡に説明看板を設置予定です。この

ような取り組みを通じ、苫小牧市のＰＲにも

つなげていきたいと考えております。 

４ ＜令和２年度 新規事業（予定）＞ 

①文化財スタンプラリー 

 文化財への興味関心を高める工夫は

大切。文化財やその歴史の保存が第一

だが保存されている文化財を周知して

市民に知ってもらう工夫も必要だと感

じる。また、スタンプ設置場所につい

ては、テーマを決めて選定するのもい

いのではないか。（例えば、明治天皇

行幸跡やユウフツ越え関連など） 

 今後も大切な文化財を後世に残していくた

め保存にかかる整備を進めてまいります。 

また、文化財の興味関心を高めることも重

要であることから、パンフレットの作成やス

タンプラリー、文化財発見ツアーなど文化財

を知ってもらう機会を今後も作ってまいりま

す。 

 スタンプの設置場所についてはご意見も踏

まえ、検討してまいります。 

５ ＜令和２年度 新規事業（予定）＞ 

②文化財ＰＲ看板の設置について 

・アイヌ丸木舟埋没舟泊跡までの案内

看板設置 

・静川遺跡入口に冬季通行不可の表示

を行った方がよいと感じる。 

・静川遺跡へ向かう途中に「右折（200

ｍ先）」の看板があるが、そこで曲が

ってしまう可能性が高く表示内容を変

えた方がよいと感じる。 

 アイヌ丸木舟埋没舟泊跡への案内看板につ

いては、自然環境保全地区に指定されている

ことから関係部局と協議しながら設置を検討

してまいります。静川遺跡についてはこれま

でにも現在の案内表示がわかりにくいなどご

意見を市民の皆さまからもいただいておりま

したことから、土地所有者と協議し、更新を

検討してまいります。 

 

＜結果＞ 委員10名中、承認10名で、承認される。 


